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広葉樹パルプの施線をらびに柔細胞に関する研究
(第8報) 広葉樹パル プの樹脂をらぴに筋別による樹脂cZ)除去
木材化学第 1研究室 北 尾 弘 一 郎
(昭和31年12月1日受理)
KoichiroKITAO:StudiesontheRay-andParenchyma-Cels
intheHardwoodPulps.ⅤⅠⅠⅠ.ThePitchintheHardwoodPulps
andtheRemovalbyScreening.
本報では材に含まれ,比較的高沸点或は不揮発性,水に不溶,アルコール ･ベ ンゼン混液に
可溶の混合物を樹脂と呼ぶこととする｡ 広葉樹の中にはクスノキの如 く多量のテルペン類を含
むものもあるが,一般には樹脂が少いとされている｡従って広葉樹パルプは針葉樹パルプの如
き樹脂障害を起すことは稀である｡然るにレーヨンパルプでは近年精製度が著しく高 くなり,
そのアルコール ･ベンゼン抽出物は 0.1%内外に迄除去されている｡ 広葉樹といえども樹種に
よってはこの程産に樹脂を除 くことが困難な場合が~あると考えられ,既にシラカバがこれに相i
当することが知られている｡ 近時広葉樹パルプ原木が,ブナt,カバ以外に広 く他規程に及ぶ状
況であるから,ここに出来るだけ多数の広葉樹について樹脂の点を主としてレーヨンパルプの
立場から検討することとした｡
1. 各種広葉樹の晒クラフ トパルプのアルコール ･ベンゼン軸出物
亜硫酸末晒パルプは多量の樹脂を含むと考えられるが,それと反対に蒸解度を進めたクラフ
トパルプを強 く漂白した晒クラフトパルプには樹脂が極少である筈で,ここに残存するアルコ
ール ･ベンゼン抽出物は通常のパルプ工場的手段では最も除去の困難な物質である｡ この見地
から各種の広葉樹の晒クラフトパルプの樹脂を測定した｡その結果を第 1表に示す｡同表に於
て,特に根拠はな小が,晒パルプの樹脂が 0.2%以下のものは漂白によって殆んど樹脂が問題
なき迄に除かれる樹種 と考えられ,これに反して 0.5%以上のものは注目すべき樹種 と見なし
てよいと思われる｡
先ず原木の樹脂量と晒クラフトパルプに残存する融 旨量との間に必Lも関係がない｡たとえ
ばエ ンジユほ原木に極めて多量の抽出物を有するが晒パルプ中の残存童は極めて少くなってい
る｡ シラヵシ,ヤマガキ,モツコク,アカメガシワ,アオモジ,等も類似である｡ これらの抽
出物の大部分がアルカリに易溶或は漂自工程で容易に酸化されてアルカリに易溶 となる物質よ
りなるからであろう｡
シラカバ及びダケカンバの樹脂が除去困難なことは,下述の如 く既に知られているが,今回
PoPulus属の3種ポプラ, ドロ,ギンドロがシラカバ等に著しく類似しているのを見出した｡
ドロは北海道産のもので,ギンドロ及びポプラは京都宇治に植栽のものである｡なお前表中ノ-ン
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第 1表 広葉樹の原木ならびに晒 クラフトパルプ中･JI/,アルコール ･Jlソゼソ抽出物
Table1.･AIcohol-Benzene-ExtractiveS_intheWoodsanitheBleached㌔
KraftPult)sofHardWoods.
樹 種
KindofHardWoods
ハ ソ (Ham)
カ ツ ラ (Katsura)
イ タ ヤ (Itaya)
ヤ ナ ギ (Yanagi)
ヤチダそ (Yachidamc)
シ コ ロ (Shikoro)
ア申ガモ (Akadamo)
ナ ラ (Nar°)
シ ナ (Shina)
セ ソ (Sen)
ア サ ダ (Asada)
ク ル ミ (Kurumi)
ド ロ (DDro)
AIc.rBenz.(1∴2)Extractiveinthe
原 木 中 晒 クラフトパルプ中
Wood BleachedKraftPulp
E)() o()
Alnusj'aponicaSieb.etZucc.
var.genuinaCalLcercidiphylumJaPonicuあSieb.etZuc.
AcermonoMaxim.var.euPic-
iumNakai
SalixSp･
FraxlnusexcelsissimaKoidz.
Phellodendf'OnamurenSeLupr.
UlmusdauidianaPlanch.Jar.
japon3'caNakai
QuercusSp.
Tz'll'ajapan,.caSink.
KaloPanaxPiciumNakai∀ar.
tyPicumNakai*
OsiryajaponicaSarg.
JuglansSp.
PoPulusMaxl'fnOu)l'cZ;iA.
Henry
シウ l)ザ クラ(Shyurizakura)PrunusSsl'orl'Fr.Schm.
ホオ ノキ (H6nつki) MagnoliaobouaiaThumb.
ブ ナ (Buna)
ギソドロ (Gindoro)
ポ プ ラ (Popura)
ダケカソバ (Dakekalba)
ェソジュ (Enjyu)
ア カガシ (Akagashi)
シラカシ (Shirakashi)
イ タジイ (Itaji)
ヤマガキ (Yamagaki)
イス ′キ . (Isunoki)
ヒ メシャ ラ (Himeshra)
サ カ キ (Sakaki)
ツ バ キ (Tsubaki)
モツコク (Mokkoku)
FaguscrenaiaBlume
PoPulusalbaL
PoPulusnigraL.var.iialica
DuRoi
BeiulaErmanli
Sol)horajaponicaL
QuercusaごuiaThumb.
Quertusmursina9J-oliaBlume
ShiiaSieboldiMakino
DiosAyタ･oSKakiThumb.
Disiylium racemosum Sieb.et
Zucc.
Sieu)ariiamonad2lPhaSieb.etZuc.
SakahiaoChnaJ3aNakai
CamelliajaponicaL.
Ternsiroemia.7'aponicaThumb.
アカ メガ シワ(Akamegashiwa)MalloiusjaPoniL:uSMuell.Arg.
アオモジ (Aomoji) LinderaciiraKoidz.
バ l)バ 1)ノキ(BaribarilOki)Aci2'nodaPZlnelonBifoliaNakai
タ ブ (Tabu) FuaccTl?sThunbergiSieb･et
3--カ リ (Yukali) EucalyZ)iusSp.
1.84 0.21
1.84 0.13
3.82 0.23
1.78 0.32
2,76 0.19
2.14 0.18
1.60 0.20
?
?
?
?
?
?
?
?
????
?
?????????
3.85
2.16
9.07
4.44
6.10
??
?? ? ? ? ?? ?? ? ?? ???????
??
?
? ?
0.19
0.07
0.21
0.05
0.ll
0.70
0.14
???????
? ??? ?? ?? ???
??
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よりダケカンバに至る温寒帯広葉樹は北海道産のもの (ェンジユも,)アカガ シよりタ ブに垂 た
る暖帯広葉樹は屋久島産のものである｡ これらの材の他の性質については別に報告した｡同じ
PoPulusに属するアメリカの P.iremuloides(Aspen) が製紙パルプの見地から樹脂障害
を起す可能性があることを B.L.Browning,L.0.Bublitz3)は述べており, ドイツ産の P.
seroitnaが多量の樹脂を含むことを G.Jayme,L.Rothama14)が報告しているから,この属
のものは注意するを要する｡
その外にヒメシャラ,イクジィ,クブが除去の困難な樹脂を有することを知った｡これらな
らびに前述のPoPulus 3種の末晒パルプならびに晒パルプより髄株細胞 (ならびに柔細胞)
を儲別分離して集め検鏡したしところ,PoPulus3極は殆んど全章匝 細胞に油滴状の樹脂状物
質を含み,漂白パルプより分離したものにも.大部分が残存していることがわかった (Phot.1)
Phot.1.Theray-andparenchyma-Cellsin
thebleachedkraftpulpofPoPulus
albai.
辛,/ドロ漂白クラフトパルプ中の髄線及び柔梱包
温和な漂白とは別に,未晒髄繰細胞 (なら
びに柔細胞)を少量,遠心分離用小試験管
にとり,多量の塩素水を加えて塩素化し,
多量の NaOH溶液を加えて激しく煮沸し,
多量の Ca(OCl)3により酸化を行った後
もこれらの樹脂状 物質は除去されていな
い｡この様な状況は既に報告したシラカバ
の場合と全く同様である5) ｡
クブ.の供試材は原木の切片で見ると,莱
細胞中に澱粉粒と思われるもの (有機溶媒
で不溶,ヨードで青染,冷稀アルカリ液に
易溶)が多量に含まれるが,これとは別に
琴線紬晦或昼柔細胞中にしばしば黄褐色の
樹脂を充満した細胞が含まれていた｡
本材よりの末晒パルプにも更に漂白パルプ中にもこれに相当する細胞が発見される｡ それらの
中にはしばしば細胞が破壊して内容物質が流出しているものがある｡(Phot.2)黄褐色の粘質
のものであるかち針葉樹に類似の樹脂障害を起す可能性もある｡
一方樹脂の心配のない例では, シテカ.>.の如 きものは未曙パルプ中の髄線細胞 (或は柔細
脂)に暗褐色の内容物が著しく含まれが (Phot.4),漂白あ後には全 く消失する (Phot.5)｡
これに対応して晒パル夕のアルコール ･ベンゼン抽出物は微量である｡ またヤマガキほ一部の
導管中に暗色の物質を含むが,晒クラフトパルプの抽出物は同じく微量である｡
以上述べた如 く,供試広葉樹34種中パルプ化に際して,アルカリ処理及び酸化漂白の繰返し-
によっても除去の至難な酬 旨を有するものは,シラカバの類縁樹種 (マカンパはかかる樹脂を
含まない),ポプラの類縁樹 種及び他の､3種で,比較的少数であるが,シラカバは現在多量に
用いられ,クブほ九州地方に蓄積多く,イクジィ,ヒメシャラもかなり重要樹種であり,ポプ
ラ類はノミルプ原木用造林有垂樹種である｡
然してこれらの樹種のパルプに樹脂の含まれている状態を形態的に分類すると次の如 くなる
であろう｡
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1. シラカバ及びポプラの類縁樹 :パルプ中に含まれる,髄線及び柔細胞の量が少い.重量て
約3-4%で全供試横径中の最少のものに属する｡ 樹掛ま小満状になってこれらの殆んど全て
の細胞中に分布している｡
2. クブ :パルプ中の髄線及び柔細胞は多い (13.7%)｡ これらの大部分の細胞は顛内容で
あるが,それらの中に小数の樹脂で充満した稽大形の細胞が存在し,これらの細胞がしばしば
破壊して精鋼な内容物質を流出させているものがある｡ (Phot.2)
3. ヒメシャラ:パルプ中の髄線及び柔細胞は多い｡その大部分は無内容であるが,.:それらi
の一部の細胞に樹脂が含まれているO (Photol.3)
phot.2,Ther､ay-andparenchyma-cellsin
thebleachedkraftpulpofMachilus
Thunbergl-iSieb.etZucc.
タブ漂白クラフトパルプ中の髄線及び柔細胞
Phot.1ギンドロ,Phot.2タブ,Phot.3
プより飾別した髄繰及び柔細胞の顕微鏡写真で,
phot.4.Theray-andparenchyma-cellsin
theunbleachedkraftpulpofQuer-
cus17,lurSinaQforiaBlume.
Phot.3.Theray-andparenchyma-cellsin
thebleachedkraftpulpofSiewari:a
monadelphaSieb.etZucc.
ヒメシャラ漂白クラフUlOルプ車の髄線及び柔細胞
ヒメシャラ,以上はそれぞれ漂白クラフトパル
これら細胞に漂白処理後にも樹脂状物質が含
Phot.5.Theray-andparelChyma-cellsin
thebleこIChed◆kraftpulpofQuercus
mursinaeforiaBlume.
シラカシ未晒クラフトパルプ中の髄線及び柔細胞 シラカシ漂白クラフトパルプ｢匠)髄線及び柔細胞
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まれているところを示している｡Phot.4ほシラカシの未晒クラフトパルプより飾別した髄線
ならびに柔細胞で,これらの中に著しく暗褐色の内容物が含まれてし丁.るところを示しているo
然るに Phot.5 ほ同じくシラカシの漂白パルプより分離したもので,漂白により内容物が失メ
われたところを元している｡
甲上の実験に於て,そのクラフト蒸解は,各樹種共,水分 10% 附近の風乾チップを用い,疏
化率 25%,仝 Na20木材対 20%,液量木材の4-4.5倍とした｡約 60min.で最高温蜜 170oC
に達し,その温度に 2hrs.保った｡
未蒸解分はなく,KMnO4-No･ほ樹種により最低 7･9最高 14･3の範囲であっ牢｡漂白は,
第 1段 :KMnO4-No･に当量甲 70% の Clを Ca(OCl)2として加え,20oC,30mirl･些理
し,第2段 ･.パルプ対 1% の Clを塩素水として加え,200,30min.,第3段 :パルプ対 Na
OH 1%'を加え,90〇一950,30min.,第4,5段 :第2,3段の繰返し,第6段 :パルプ対●1%'の
clを Ca(OCl)ヱとして NaOHO.3% と共に加え,400,3JlrS.以上の喪白の結果,樹種に
より白色度は89-93%となった｡パルプの洗源は細い布の上で行って微細細胞を失わぬ様にし
た｡樹指はアルコール ･ベンゼン(1:2)で ソクスレ-で 4hrs.強く抽出して定量した｡
2. シラカバ未由亜硫酸パ)Lプb綜別
上述の如 く,広葉轡の除去の困難な樹脂がことごとく微細な髄様細胞或は柔細胞中に含まれ
ているとすれば, レ-ヨンパルプを目標にする場合にとれらを飾別除去することが考えられ
る｡ 上に分類した如 く,シラカバ類及びポプラ葬はこれらの微細細胞の重量%'が低いから飾別
によるパルプ損失が比較的僅かであろうと期待される｡ 以下の実験にはシラカバの亜硫酸パル
第2表 シラカバ未晒亜硫酸パルプの節別による晒パルプ樹脂の減少
Table2.EffectofScreellngOfUnbleachedSulphitePulpofBirch.
原 木
WoodNo.
暗行程中のアルカリ抽出
Alkali-Extractio町Stage
inBleaching
No.1 10% NaOHonpulp
No.231 ,v
No.22 〝
No.242 0
No.22 Hotalkalirefining
No.22 Coldalkalirefining
(
†
‡
i
t
‡
Unscreened
Screened
Unscreened
ScFeened
UnscreeIled
Screened
Unscreened
Screened
Unscreened
Screened
Unscreened
Screened
晒パルプの alc.-benz.抽出物
AIc.-ben∑.(1:2)
ExtractiveofBleachedPulp
%
節別せず｡ ~1.7
節刺す｡ 1.0
0 1.46
〝 0.50
0 2.01
0 0.86
〟 0.26
0 0.15
ク 1.98
,(/ 0.54
J(/ 1.56
〝 0.49
1. ダケカソバ BeiulaErmani
2. マカ,/バ BeiulaMaximowiCziana
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プを用いた｡末晒状態の髄線ならびに柔細胞は木繊維に比し残存 リグニンならびに他の不純物
も多いから漂白の薬品の節約のためには-､広末晒パ ルプの状態で飾別するのが有利の様に考えI
られる｡その結果を第2表に示す｡表示の如 く,未晒状態で飾分した効果はかなり著しいもの
があるが,マカンパの如 く樹脂が元来少ないものはよいが,樹脂の多いシラカバでは晒パ ルプ
の樹指を 0.1%の程度に下げることはできそうもない｡又表示の如 くアルカリ処理を加圧で行
つ七も,濃アルカリ低温処理を行っても著 しい効果はないようである｡
以上の実験は,生材チップ 1600gに Caq1.2-1.3% 仝SO2 約8%の蒸解液約 3200cc.
を加え｡最高温度145P,最高温度に於ける蒸解時間 2.5-3hrs.仝蒸解時間約 13hrsの蒸解
を行い,フラッ トスクリーンを通し, 五MnO4-No.約5,未晒粘度約6の未晒パ ルプを得て
用いた｡鯖別は前轍に記した 150-mesh の金網を張った小型の襲置で流出水中に殆んど微細
細胞か見られなくな予まで洗った｡漂白は多量の塩素水で処理 し,パルプに対し10%のNaOH
を用い, 900-95つに 2hrs.アルカリ抽出を行い,過剰の NaOCl3,と酢酸とで仕上漂白を行
った｡
3. 未晒パルプの鯨別と洗液剤との並用
漂白工程中に洗源剤,分散剤を用いて細胞中の樹脂が除去 し得るか否かについて第3表の実
験を行った｡未晒パルプ 25g に対し,8Lの水量で飾別洗源の後,漂白の際のアルカリ抽出
段階に表示の洗源剤を添加した｡アルカリ抽出はパルプに対し NaOH10% を用い,パ ルプ
濃度 15%で 900-950,2h∫s.括弧内の数字は節分を行わなかった場合である｡
上の実験では洗源剤を NaOH と同時に用いているが,第4表では同じ条件めアルカリ抽出
を発に行い,一度洗源したる後,洗確剤を単独に用いた場合である｡ 以上の結果によると浅瀬
第3義 夫晒パルプの節別とアルカリ抽出の際の渡瀬剤の使用
Table3.EffectofScreeningofUnbleachedSulphitePulpand
UseofDetergentintheAlkalineExtractionStage.
洗源剤使用量 (形)
PercentageofDetergent
usedforPulp
0
1
2
3
4
5
晒パルプ車の alc.ben∑.(1:2)抽出物
AIcohoトBenzene-ExtractiveofBleachedPulp %
ノイゲ-/ モ ノゲン
Noigenl Monogen2
0.88-0.95
0.79(0.57)* 0.71
0.ll(0.38) 0.54
0.07(0.23) 0.44
0.10(0.19) 0.41
0.07(0.ll)
?? ??
* 括弧内は節別を行わない場合｡ PercentageswhenuilSCreened.
1 非イオ-/活性洗源剤の1種｡ No王1ionicdetergent
2 アルキル硫酸エステル系洗准剤Jjl種o Alkylsulphuricester
原木 No.22シラカバ｡ Wood:No.22Birch
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第4表 末晒パルプの飾別とアルカl)抽出の後に洗源剤Ll)使用
Table4･Effectof･ScreeningofUnbleachedSulphitePulpand
UseofDetergentaftertheAlkalineExtractionStage.
･洗源剤使用量 (形)
PercentageofDetergent
used forPulp
晒パ)TJプの alc.-ben∑.(1:2)抽出物
AIcclhol-Benzene-ExtractiveofBleachedPulp形
/イ ゲy
Noigen
???
-i-/17-I-ソ
Monoge_1
石 ケ y
Soap
?
?
?
? ?
?
?
剤を NaOH と同薄に用いる方がはるかに有効であることがわかる｡ 未晒状態で鮪別を行い,
アルカリ抽出に際して,非イオン碍性洗准剤のあるものをパルプに対 し有効量 (約2%)使用
すれば晒パ ルプの樹脂を充分満足される程度まで除去することができる｡ 他の洗滑剤たとえば
高級アルコール硫酸エステルならびに通常の石ケンは甚だ効果が低いことがわかる｡ 然 しなが
ら比較的高価な非イオン活性洗源剤を多量に使用することは困難である｡ 更に第 3表の括弧内
の数字が示す如 く,飾別を行わずに非イオン洗確剤のみに頼る場合は非常に多量を要すること
になる｡
4.晒 パ ル プ の 諦 別
既述の如く,樹脂はことごとく髄株細胞及び柔細胞中に含まれると考えられる｡ これ らの細
胞は 150mesh金網を 自由に通過する筈である｡ この金網で長時間かかつて 完全に飾別し
ても第 2,3,4表の如 く樹脂が残ることは,未晒亜硫酸パルプの状態では蒸解要の進んでい
る場合でも塊根組織や柔 細胞列の中に未だ結束集田が あって飾別を妨 げていることを思わせ
る｡ 然しながら漂白後にはこれ らの結束集団は莞全に個々に単離しているか或は極めて僅かの
衝撃により分離し得る状態になると考えられる｡ 従って漂白後に飾別操作を行えば琴線ならび
に柔細胞は完全に除かれるであろう｡ またこの場合に激しい増枠を並用すればなお有効であろ
う｡ その実験結果は第5表の通 りである｡ 撹拝のためには家庭用の ミキサーで短時間処理 した
本表の例えば最下段の意味は,原木のアルコール ･ベンゼン抽出物 4.77%,その未晒啓硫酸パ
ルプのそれは 2.34%,漂fEjパルプのそれは 0.87%',漂白パルプ 25g に対 し51の水を用いて
43-meshの鮪で鮪別した時,0.38%となり,更に大量の水で充分飾別した場合に0.14%となっ
たことを示す ｡莱晒パルプ節別の場合は洗源剤をアルカリ抽出工程に並用して始めて晒パルプ
の樹脂を充分に除き得､たが,晒パルプの状態で節別する時は洗確剤を使用しなくても節別だけ
で充分に除き得ることが示された｡ このことはシラカバの除去困難の樹脂が髄線細胞や柔細胞
にのみ含まれていることを示すものである｡
上に行った全ての節別の実験は径6′叉は8〝深さ 18cm又は19cm の円形槽の底部に 48-
mesh叉は 15CLmesh の標準金網を張 り,増枠装置を付してパルプ (乾燥量 15g 叉は 30
g)を節別究准したものである｡ 今少しく工場的具体的な節別操作の実際を検討 して見ること
とした ｡
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第5蓑 シラカバ晒亜硫酸パルプの飾別の効果
Tこt･le5.EffectofScreeningofBleachedSulphitePulpofBirch.
原木の alc- 未晒パルプの 雪讐慧㌘ル 1恥 mesh節別晒 讐;Lm,eo票 飾別晒シラカバ原木 benz.抽出物 alc.-ben岩. L'^lJ"dlL'1-l帆 パル プのalc∴
予 ':▲J:.● !昔 .t;.::'+-t･:･L"/:.:.i:"I::I.AIc:Benz.- AIc.-Benz.-
Extr.of Extr.of
Wood
瀬棚群今金町
昭和 30.3伐 A 1.8%
風乾 チ ッフ
鮎 チ ッフ B 4･18
渚滑
昭和 30･9伐 C 2.･734
新鮮生材
昭和 30.6伐 D 4.77
風乾 チ ッ プ
ale.-benz.抽出物
Ale.-Benzr
Extr.of AIc.-Benz.-Extr.Extr.of⊥JLし⊥●U⊥
Unbleach｡d P.n_S_誓e_ePed ofBleachedPulp BleachedPulprヽ ____1 _亡⊥ー1_ rヽ _ ●▲1Bleached Screenedwith Screenedwith
Pulp 150-meshWire 48-meshWire
3.16%
3.55
1.8%
1.9
1.15
2.77
2.75
2.71
2●34 0.87
0.13% 0.11%0.ll
0.36(5L)1
0.12(0)2
1.02(5L)
0.19(∞)
0.10(∞)
0.38(5Ⅰノ)
0.14(-)
1. 25gパルプを5Ⅰ.の水で節別 Thismeansthat25gpulpwasscreenedwith5Lwater.
2. 充分多量の水で節別 Thismeansthat25gpulpwasscreenedwithverylarge
amountofwater.
A,B,D Air-drychipsoibirchafterseasoning
C Freshrawbirchwoodchips
この様な装置 として簡単 なものに C.Car-
penter6) の 傾斜金網型節別装置が ある｡
その報告の中で針葉横亜硫酸パルプの微細
細胞を節別 して樹指を除去することに関す
る当時 ま七の文献を紹介 し, southern
pine の亜硫酸パ ルプの 1- 2%ゐェ-チ
ル抽出物を 70-mesh の傾斜金網上 に流
下 させることにより0.6-J.4%に低下 さ
せている｡
これにな らい,巾 10cm 長 さ 100cmの
40mesb の金網を水平に対 し 600の角度
に張った装置を作った｡ (Fig.1)上部に
フローボッ クス があ り, 金網上を 流下 し
て濃縮 されたパルプならびに金網下に通過
した白水はそれぞれの受槽に落す様になっ
ている｡簡別すべきパルプは例えば 0.2%
の濃度に稀釈し, よく横枠 しなが ら遠心ポ
ムプにより一定速度でフローボックスに上
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Fig･1･Inclinedwirescreeningapparatus
傾斜金網舘別実験装置
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げる｡ この装置はポンプとバルブによって流下速度を自由に変化できるが,約 1m3/hr.の場
合が適当と認められた｡ 実験の例は次の如 くである｡ パルプ :シラカバ晒亜硫酸パルプ｡その
アルコール ･ベンゼ/抽出物 (以下樹脂と呼ぶ)1.3%｡装置に供給するパルプ水の濃度0.2%
金網上を流 下した (節別された)パルプ水の濃度1.3%｡そのパルプの横目旨0.2%｡網を通過し
た白水の濃度0.014%｡損失原質 (白水中の原質の全量に対す る%)6.3%｡供給するパルプ水
の濃度を0.3%とすると同じ流 下速度の場合締別パルプの樹脂は0.32%となり,損失原質は4.5
%となる｡ 又0.2%の場合の白水を再度流下させると1.7% (全量に対する)が回収される｡ こ
こに回収されるパルプの樹脂2.33%である｡ 最後の白水を布で清適すると黄色泥状で乾燥 して
樹脂を測ると13.5%を含む｡上の回収の場合に金網を 80-mesh に変更すると匡収量は 3.3.%
となるが回収パルプの樹脂は 4.0%となる｡上述の如 く,漂白後の節別により,シラカバ亜硫
酸パルプの樹脂はレーヨンパルプとし て充分の程度 に除去 される可能性があることが わかっ
た ｡
飾別に伴 う第一の問題はパル70の損失である｡ 今問題にしているカバ属ならびにポプラ属は
他樹種に比し髄繰ならびに柔細胞の量が始めに述べた如 く著 しく僅少であるから幸である｡ 種
々の広葉樹のパルプ中のこの種の細胞の含量は既に報告した所1' 2'である｡上例の金網の目を
更に細か くすれば木繊維の逸出が少くなくなるだけ損失は減ずるが飾別の能率も低下するであ
ろう｡
?
? ? ?
?
?
?
? ?
っ ?
?
? ? ?
? ?
? ?? ? ?
? ? ?
?
?
?
?
?
滝通 水 魯 ∠/70cc7U2waterfiltered
I･Filtrationofpulp-suspension･.consistency
O.2形,through80-meshwire.
ⅠⅠ.Filtrationofray-cel-suspension,
cJnsist.0.015%,through80-meshwire
precoatedwithbirchpulp.
ⅠIl.FiltratioIOfpulp-suspension,C3nsist.
0.2%,throughcottoncloth.
IV.Filtrationofray-cell-suspension,consist.
0.015%,throughcJttOnCloth.
Fig.2 Filtrationvelocityofplup-and
ray-celトsuspension
パルプ及び髄繰細胞浮遊水の輝過速度
第二の重要な問題は水の回収であると思
われるので,これ らの細胞の浮遊する水の
波過に関する-実験を行った｡このために
Fig･2に略示した潅過実験装置を作った｡
涯過面は荒目の金網の上に張らた有効面積
100cm280-mesh のの金網である｡ この
上に直接渡過したり,その上に波布 (キャ
ラコ)を張ったり,或は金網上に予 じめ少
量のシラカバのパルプ水を潅過してパルプ
の薄い潅層を形成させてから (precoat)
漬過を行ったりした｡ 渡過は水柱 2.15m
の一定の 静水圧 で行われる様に した.
Fig.2に於て皿は濃度0.2%のパルプ浮遊
水 (シラカバ晒亜硫酸パルプ),Ⅳは濃度
0.015% (前述の傾斜金網飾別装置の実験
例による)の髄繰及び柔細胞の浮遊水を,
いづれもキ ャラ コ布に涯過した場合であ
るム これより,稀薄な髄線細胞浮遊水の波
過が正常パルう.水のそれに比し甚だ遅いこ
とがわかる｡ 波布の目が微細細胞によって
詰まり易いためであろう｡ Ⅰは 80-mesh金網上に0.2%のパルプ水を渡過した場合で,布の
場合の約2倍の液過速度である｡言 う迄もなく髄線浮遊水は 80-mesh金網を通過する｡それ
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で前述の如 くー PreCOat した金網上にこれを渡過した場合が廿であるoⅣ即ち布を液相とした
場合よりはるかに渡虜が速である｡ 正常パルプの渡過即ち Iとの差もあまり大きくなく,こP
様な方法によって始めて水の捌 叉が可能の如 く推定される｡ ここに precoatに甲いられた良
繊維の量を奉実験では明確にすることができなかったが,相当の量の良繊維が必要で,これに
色の悪い,樹脂を多量に含む,粘 質の髄繰細胞が混針してしまう〈こととなる｡
以上の研究にあたり木材解剖学上の御高教を頂いた賃島恒夫教授,深い御支援を与えられた
国策パルプ工業株式会社ならびに実験の援助をして頂いた大学院学生東郷和夫君に厚 く御礼を
申上げる｡
要 約
暖帯なbびに温寒帯広葉轡34種の晒クラフトパルプのアルコール ･ベンゼン抽出物を定量し
た｡これらの規程の中,レ-ヨンパルプとして過大の抽冊物を含む憤種を指摘した｡ それらの
樹硬の中,シラカバの亜硫酸パ ル 78を対象 として,パルプの飾別により抽田物を極少にする方
法に関する基礎的実験を行った｡
R6sume
Thebleachedkraftpulpswerepreparedfrom thirtyfourspeciesofhard-
woods.TheamountsofalcoholJben等ene-eXtraCtivesinthesebleachedkraftpulps
weredeterminedandshowninTable1.Theextractiveswerele去sthan0.2JO.3%
inmostwoods,butinsomewoods,quantitiesamountingt00.5-1.0%werefound,
showingthepresenceOfpersister)tresinoussubstancesinthesewoods.
ThesearethreewoodsofPoPulussp.,i.e.,P.albaL.,P.nigraL.andP.
Maxi読ou,icziiA.Heflryandthreewoodsofotherspecies,i.e.,ShiiaSieboldi
Makino,$lewariamonadelpha Sieb.etZucc.andMachilusThunbergiiSieb.et
Zucc.Besidethese,twowoodsofBetuldsp∴i.6.,BeiulaTausclu'iKoidz.and
BeiulaErman,iiwerereportedinthepreviouspaperofthewriter.
Though thekindsofthesewoodsarerelativelyfew,theyare important
woodsinthiscountry.Birchisusednowconsiderably,Mac7hiusThumbeygiiand
ShiiaSieboldiareimportantwoQqSinthesoutherndistrictsof.Japan. Sleu,arlia
mom,adelphaisalsoapromisingwoodin the-samedistricts.I PoPulussp.isof
futureimportaICe.
Astheresincontentsoftherecentrayonpulpsare､extremelyreducedto
about011%,itmaybedifhculttopreparesucharayo-npulpfroththesehard-
woods.Theremovalofresinisprobablyani也porta･ntproblem.
Thesewoods一maybeclassifiedinthreetypesaccordingtothemicroscopical
studyoftheray-andparenchyma-cellsinthebleachedkraftpulps.
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1･TwowoodsofBetulasさ･andthreewoodsofPoPulussp･‥Inthesewoods,
theweight-percentages of the ray-and parenchyma-celsin thepulpsare
remarkably low,whilethe extractivesubstances(whichform dropletinthe
celsundermicroscope)areヮniformlydistributedamdngthesecels･
2.MachilusThunbergi:Inthiswood,theweight-percentageoftheray-
andparenchyma-celsisgreat(13.7%). Thoughthemajorityoftheray-ald
parenchyma-celshavenocelトcontent,someofthem are別ledwithresinous
substance,ar)doccasionalyitisseenthatoneortwoofthem areburstingand
exposingtheirviscouscelトcontent(Phot.2).
3.SleuJaiamonadelpha:Ⅰnthiswood,theweight-percentageoftheray-
andparenchyma-celsaregreatandtheresiniscontainedinsomeofthesecels.
Whenthepersistentpitchofthehardwoodpulpsisexclusivelyconfinedin
theirray-andpareIChyma-celsandtheweighトpercentagesofthesecelsare
smal,thescreening(classiBcation)maybeconsideredasavailableforremoval
ofpitch.
Thebirchsulphitepulpwasusedasmaterialforexperiment.Astheray-and
parenchyma-celsgeneralycontaiT]moreresidual1igninaridotherimpurities,the
screeningbeforebleachingafipearstobeprofitableforsavingofbleachilgagents.
However,asshownintheTable2,3and4,thescreening_ofunbleachedpul)Was
foundtobehopelessforreductionofresintotheexteltOf0.1%.ヽ
Thescreeningofunbleachedpulptogetherwiththeuseofdetergentsーinthe
alkali-extr早ction-stageinbleachingwastried.AsshowninTable3ald4,a
nonionicdetergentwasremarkablyefective,ontheotherhand,alkylsulphate
andordinalysoaphadlOeffect.However,eventhenonionicdetergent,large
amountwasnecessaryforsu氏cieltremovalofresin.(about2.% ontheweight
ofpulp).Itseemsthatintheunbleachedsulphitepulpsofbirch,theray-and
parenchyma-celsarenotcompletelyseparatedfrom eachother,andunableto
passthroughperforationofthewirescreen.
TheresultsofthescreeningafterbleachingarepresentedinTable5.As
showninthetable,it･waspossibletoreducetheresinaslowasto0.1.% evenwhen
unusualygreatamountofresinwaspresent. Theseresultsshow thatthe
resinofbirchpulpiscon触edinthesmalcelssuchasray-andparenchyma-
cels.
Intheaboveexperiments,thescreeningwascarriedoutwithsmalapparatus
consistingessentialyofacylinderandcircularwire(48-or150-mesh)6or8
inchesindiameter. In仏efolowingexperiments,an inclined-wire-apparatus
wasused一一amodelsimilartotheclassiBer introducedbyC.Carpenter.The
apparatusconsistsessentialyof40-meshw ire,10cm inwidth,100cm inlet)gth,
-41-
木 材 研 究 第17号 (昭32)
an'dinclinedby60degreestothehorizon.Bleachedbirchsulphitepulpsuspension
of0.2%consistencywaslet頁o示downattherateoflm3/hour.､An左mount6.3.%
ofthetotalpassedthroughthewireaswhitewateroftheconsistency0.014%.
Theconsistencyofthescreepedpulpwasl･3%'･Thealcohol-benzene-extractive
(resin)wasreduced from 1.3.% intheoriginalpulpto0.2% inthescreened
pulp_. When theconsistencyofthepulp-suspensionwasincreasedto0.3%,the
lossofpulpwasdecreasedto4.5% from 6.3%,whiletheresininthescreened
pulpwasincreasedto0.32% from 0.2%.Whenthewhitewaterintheformer
CaseWaslet月owdownagain,1.7%'(ofthetotalpulp)wasrecovered,theresin
contentidtherecoveredpulpwas2.33%.Whena80-meshwirewasusedinstead
of49-mesh,thepercentagerecoveredcouldbeincreasedto3.3%,butitsresinノ
contentbecame4.0%.
Astherecoveryofwaterisimportantforpracticeofscreening,anexperL
mentwasmadeon thefi1trationofray-celsuspension.Whencottonclothwas
used,the丘ltrationwasveryslow incomparisonwiththefiltrationofthepulp-
suspension,showingthecloggingofporesbytheray-cels.TheBltrationvelocity
wasgreatlyimprovedwhen別teredthroughprecoatedwire.However,inthiscase,
aquantityofgoodpulpisunavoidablymixedwithdirtyray-cels.Theseresults
areshowninFig.2.
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